
徳島県三好市

1

三好市の概況
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四国の東部に位置

徳島の西端
四国のほぼ中央に位置

位置

地勢

面積 ７２１.42 ㎢（四国一）
林野面積 ８７．１％
ほとんどが急峻な山地

休廃校活用の経緯（１）
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皆さんの想像する休廃校とはどんなところにありますか？

三好市ではこんな場所にもあります！

三好市本庁舎前より

休廃校活用の経緯（２）
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小学校の児童生徒数と休廃校数の推移

廃校数 生徒数 休校数

（人） （校）

休廃校活用に向けた取組み（１）
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〇平成２４年４月から休廃校の活用事業を推進する
ために地域振興課（当時）に職員１名が増員された。

〇児童数の減少による休校数の増加や学校が無くな
ることによる地域活動の低下。

〇当時の市長のマニフェスト(平成２２年）に、休廃校の
活用の推進が掲げられていた。

※担当者曰く、「各セミナーへの参加や精力的に企業
訪問やイベントに出席して売り込みをしたが、ひとりの
行政マンとしての取り組む領域を超えていた。」
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〇地域意見交換会及び説明会

・各小学校区で利活用に対する意見交換会や活用
事業の公募前後の説明会の実施

〇休廃校等活用推進委員会（組織）の設置

・応募事業者の選定、採択

・基本方針の見直し、事業の進捗状況調査等

休廃校活用に向けた取組み（２）

〇活用基本方針、募集要項の策定

・施設活用及び公募を行うため、活用に関する基本
方針及び募集要項（選定基準等）等の仕組みづくり



休廃校活用に向けた取組み（３）
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〇誘致活動

☆徳島県が推進するサテライトオフィス誘致事業に参
画。都市部での説明会には多数の企業が参加。

２５年度 東京２回 大阪１回 計 ３０社

２６年度 東京３回 大阪３回 計 ８０社

☆活用アイデア提供会社への訪問

☆三好市出身者の団体（近畿ふるさと会等）への説明

※申込みが多かったのは、説明会に参加された方から
関係者への情報提供など、人のネットワークで共有い
ただいたことも背景にあります！

休廃校活用に向け取り組み（４）
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♦市内の空旅館、休廃校などを案内

♦観光、文化、自然など三好市を体感（休日）

☆視察ツアー受入（サテライトオフィス誘致事業）

２５年度 １２回 ２８社

２６年度 ３回 ２３社

多くの方々にお越しいた
だきました！

休廃校活用に向けた取り組み（５）

9

〇アイデア募集（２４年８月～） ５９件

☆市ホームページへの掲載

☆文部科学省「廃校プロジェクト」への掲載

〇募集開始 ２５年３月～（第１次募集：２２校）

☆応募総数 １７件 選定事業 １２件

〇成果（平成28年度末）
☆雇用者 ３２名 ☆移住者 約１０名

休廃校活用に向けた取組み（６）
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普通財産として
無償貸付議決

活用事業の採択

活用事業の選定

地元説明会

事業申込書の受付

地域より廃校の
要望書

地域多目的
施設

普通財産

活用事業の募集
（期間：２～３ヶ月）

学校施設条例
の廃止（廃校）

教育委員会の
承認

地元説明会

休廃校活用状況（平成30年4月1日現在）
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施設名 事業者 活用事業内容

① 旧太刀野山小学校 県内の株式会社 福祉関係施設・カフェ

② 旧西宇小学校
市内の社会福祉
法人

福祉関係施設

③ 旧西山小学校 県外の団体 福祉関係施設・カフェ

④ 旧河内小学校 県外の株式会社 農産物加工所

⑤ 旧佐野小学校 県外の株式会社 物流センター

⑥ 旧有瀬小学校 市内の団体 農産物加工・民泊

⑦ 旧出合小学校 県外の株式会社 デザイン、カフェ

活用事例（１)
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〇デイサービス事業

〇コミュニティカフェ、食堂

〇介護予防事業

（健康教室、各講座開催）

〇買い物代行サービス



活用事例（２）
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活用事例（3）
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・スポーツ用品等の企画・製造・輸入・販売
（物流加工）

・商品企画・製造代行
（展示会向け商品発送、取引先向け商品発送）

・インターネット販売
（地域特産品のインターネット販売）

活用事例（4）
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こんにゃく、豆腐作り・加工 地域おこし協力隊とイベント
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活用事例（５）

平成２６年４月 地元地域説明会
４月 事業採択
６月 無償貸付議決
７月 使用貸借契約締結
７月 事業展開
９月 事業開始
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廃校活用のメリット

（活用される事業者）
・経常経費の支援（無償貸付）
・和らいだ雰囲気、印象度も良好（地域貢献）
・自然、田舎（静か、スローライフ）
・関心度が高い（マスコミ、地元、卒業生）
（市側）
・雇用創出、人口増（移住者）
・維持管理費用の負担減（管理費、光熱水費等）
・施設の長寿命化
・地域コミュニティの維持や活性化
・地域のランドマークに灯がともる（地域が元気に！）
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休廃校活用の取組みのポイント

１ 全国から申込みできる仕組みづくり

４ 地域と事業者とのコーディネート

２ 事業審査や活用方針を決める組織づくり

以上です。ご静聴ありがとうございました。

３ 情報提供（起業、移住など支援制度等）


